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ガールス力ウトの自約{立、楽しみながら国

醸鞍湾、主土金融湾を身iこつけ、りっぱな人

になるよう世立を湾曲することです.

世界共透の fおきてj と fや〈そくJを守

れる卦女ならだれでも入部できまます.

藤入国申込.1月末日までに市役所内青少年課へ

溜入留資絡・ 10歳-15歳
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テレピ、ステレコすなどの投機がある食堂の内部 閉黙として別用者の

自炊iこよるが、あらかじめ申し込んでおくと翼賛で多かなタτ〈れる<29> 

百戸J用膏沙年にサイクリング苦

楽しんでもらおうと60討の新
車をそろえたa 近くのサイ

クリングコースは、大変なiご

ぎわい之をみせている。
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梢
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烈
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い
る
@
す
で
に
、
関
市
以
止
約
一
千

y白
人
が
利
用
し
、
所
長
辛
ん
以
下
職
員
の
入
絵
、
部
臼
忙
設

宵
れ
て
い
る
滋
涜
戸
、

じようずなた'!J)i (13) 安全趨1法

一一一一ハイウェイ 11汚号から総裁一一一

J星取、のノ~プIJ(こじゅ

I1(白話、れに町。てどるととが必要でてれ

ア二とえ(工、

ないのカ、など、

いれは地も:主任であD、また、通反と

カfめられることもありま)官F凶

違反坑の1'11には、 il'白流れをぎ無視して、

分だけがスピー

かったではすまされませλ。

安全線

衝と き~ 2 n 1 5臼まで
趨ところ。 Iζ3子平スキー場

罷巷方自費 51700P]C交通費括的経常む)

綴申込み， 1 fJ2ラ訂までに申し込み:'c2

2 ， 700rせを添えて体宵課~，

I!J内スポ-y庖へ@

4 1 



明嗣周慣碕

纏綿軍属鹿趨

題磁揚惣魁喝

浅
間
前
、
宮
の
前
な
ど
一
一
一

一
ヘ
ク
タ
ー
ル

品事品品ム品説川町……一…山料、川一川町人引……一……7
s ~議室遺言百態名護j磁器議定通事 ( 5 ) S 
~ "-唱開軸醐闇融醐描醐醐醐暗闇醐~ ~ 

i罷饗襲警壊魅 40榊の伝統を問視地;
罷緩議議警護議委撃機縁切頼懇磯齢 底的名鞠『党息ー鴎駅伝~ s 

;鱗盤難鱒一館。;轟態語麓主ベ繋議鯵畿勢議懇癒機騒磁盤感謝 昭和34年、本市では須賀 E
雛轟轟寵一鱗鱗繍糟鵬鶴緩車盟関 公民館に次いで2番目の独語

;饗議欝議議轟轟勢 立公民鐙として沼地区のど;
畿勢鯵務議議議議議議鐙滋頬磁饗努事票嘩緩 真中にあたる位置に誕生し E 

j鱗機繍騨ぉ一階、事務答 j
れ岬相伊明暗棚輯醐輔醐 管理人蜜か忌な!l、利用状 5j山市の数一一一ーをしめ航;
夜間などは鶴田使用されている。そのおもなも¢止、民話、韓議、

詩時、卓常会(卓球愛好者グノレ」プ}などで日時の謁整がむずかし 3 

J いほど。公民館長¢出縄光均民、運営委員長の吉川柳太郎f¥j以下、 2 
5加藤弘公民館主事、管理人の松平とくさんなど毎日はD吉って行事;
Zに取担組んでいるa
ミ 丸E仁貸出IRの特色立、同地区悼宵主主興会堂主体とするスポ-y・体育 2 

;ーである畔古掛か師一一ーも緩;
勝2問、準緩勝1固という好成績で、いま踊人バレーポ}λ;ク三ラプ
の結成も準備中。揖人のできる経スポ}ツまで手を広げ意徴的だ・ s 

特に、注目されるもの仁元思恒例の畑地区一興駅伝大会がある。>

;発射す大正1押というから、 40年も続いているもので、地区間吃 j 
j ぞって慨を加として山 ζの如、初め部落対抗として~ ~ 
人が約一万~;をえ起 D、各部務自寺主i;参拝麓争として始ま D、昭和12 ) 5繍一一一一向均一;区在七E互にわけ駅伝韓走となったa 終戦後間もな<-時中断したが 2
昭和34年旭《民館新築記霊行事として再発足し、ととしは六閉めを 5
迎えた。勉IRのんあ駅伝が通らないと元旦が来ないとまでいう。~
5 との地区は、京市のなかでも都市化、住宅化が強〈、おのずと捕 1

;ZZZ22222Z24-223L32主222なffj 
zそこでまず、公民館香嘱の部落単位¢公民館運営安員者配置した。?
j もちろんとれで移動公民館活動が出来るものでなふ各部落の促 i
i員さん山叩3ーは仏師度の行事い供映;
溜劇場、盆踊Dのタめミ、レク~エーÿ:s:;/;大会込菊花展h 郷土史跡〉

5 めぐD、成人のつどい、旭公民館まつDなども予定している。~
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苦々 僕l式、ピカ句 fだいだい色の
くず入れ)です、
僕がい安いちばん乙まって
いるのは台所のゴミでおな
かがいっばい誌なることで
ナ。台所のゴミはくさりや
すく非衛生的です。台所の
ゴミは純対に入れないでく
ださいo ;j;，願いします。

民生部宇野毘課市民鰭
く22)1 7 0 0 内線2:1 2 

戸FUfWγ?も



衛生課はも 44埠予防接種のトップ
yベJレク旦ン反，15横手亙を 1月 68か j 

です。もよDの会場へ、ぜむ、核当
れください。 ζ の接種を受 i 

かならず判定を受けないと j 
bません。判定の結果、絵 i 

牲の子にはBCGを接種することに i 
な Dます。 i 
以後の日程は次のとお白咽 i 
-亨'訪接種;こは『予防種手 i 
をお忘れなく 。 ;

盟知象召38'4・2日から昭43' ! 
9・30日までにfjまれた子。
盟巡盟露草量{接種田

1丹市臼 中尿ひばり幼准E盟 i 
.. 21日城島公民然豊限公民恕
.. 22臼神間公認幻 2 

4シ 25日 中原ひI;!T幼I宣言詞 i 
.. 28日 花水岳民館 . 

s- 29日須賀公民館 i 

2月 1日 南京公民館真土公民摺 i
" 4日八構公突然 3 
.. 5日 花氷公突きゴ
" 8日 i白山之さ宮公民ア，] i 
~ 128 松号、公民指 j 
'" 13日 富士見公民想 : 

.， 18日 見知台武道A i 
盟i盟主苫詔程(十七←同) .yベ己ク立
ンをさ是けたら、次のrI:こ必ず判定会 i 
受ける.

1月16日 余泊公民館問崎公民宣言 1月31日 引す」公民館
.， 20 日中原ひ(ま口組!ië~富 ! 2 f1 3日 南原公民館真上民民鍔
.. 23日 城島公民館盟国公民主8" : 1/ 6日 八幡公民毘
.. 24臼 神田公民館 。 7日 花せく公民間

.， 27日中京Cば D幼閣議 夕刊日前烈之館長

.. 308 花水公E込書宮 ク 14日松原公民

4月 3臼

v 4日 中原公民館
句 。5日土沢中学校路公民館
; 1/ 7日 j日四之宮公民館横内部

E 地

; 9什巾8叩日
v 9臼 神沼公E浅宅館 老松~8京公民鰭
q叩08 須童潔望公民館 花オ水〈公E箆邑覇鰻主
i ク川11悶臼 昆附台武道湯窟土見公
i 民館

i 務時間・各会場とも13時30分~15時

飽対象・第1潔担百43・5・1~43 ・ 1 
10・31日までに生まれた赤ちゃん ! 
と在まれてから1砲も接種してい i 

3 ないもの (2月、 3月、 4月と 3 i 8曜搾診の急患を救うため、平塚市
回接種・第2翻昭和42・5・1，.."，. i 医師会は東海道観在援に交代診脱税
i 42・10・31臼までに生まれた子と 1 度を申し合わせている。
; 昨担の審に第1期を完了している { 圏第 1・第 3句曜日を南倣の医院

ものけ間接種) ; 瀦第2・第 48離日は北関!の医院が
i騒巡翻臼程 '(1窃自) ! 原貝iとして診閣に応ずるζ とになっ
! 2月17日 金自公民館金自公民館 1 ている. r原則であって都合により
夕 刊日 中原公民館 i 変更もある。 B捕はあくまで休診日
い 21白土沢中学校旭公開立 iであD、岬は緊急患者に限るjと
c.- 24日 !日l'lJ之滋公民鰭横内回 j されている.
i 勉 i 盟県酒病続 (32局1950)
ク 25臼 豊田公民館八幡公民館 i 鯨平塚市民病院・ (32官10015)
1 v 26日 神田公民館松原公民銀 i 開書生余病続 <31局0520)
;ク 27日須賀公民館花水公民館; 閣沓雲量病院山 (21局D346)
l c" 28日 見附台式道場富士見公 i 離意図病院 e ・ (21局白570)
j 民館 i 盟永瀬病院 ー (21局ω11)
(2問自巡密臼程 I
! 3月13日金自公民館念日公民官官 1
i 1/ 14日 中原公民館 ! 
iク 1ラ白 土"i中学校旭公民館 i 構生課は冶 44年中の市営火葬場。
;。 ml悶之腐公閥横内田;休日空決定、糊している。 ζの臼
. 地 ・は「友守IJの日をあてたもので1月

2 Jl15日 富士見公民主君 ! 1/ 18日 豊田公民館八繍公民館 i15日以偉白休日は次のとおD。
。初日 見知台武道場 E 1/ 19日神田公民館松原公民館 i盤 1月・ 16日、 20日、 268
援時濁・各ム場とも 13時加分~15時ミ。 初日須賀公民館花水公民館 j盟2月・ 1白、 7日、 13払 18白、 1

j; 22討 見罰百台武退場嵩土見公 24日
民館 罷 3月.2司、 8目、 14日、 18白、 1

勤務の安永写滋さん (34)と婆
尚子さん (32)の長男・庄按8
か月@身長69今・体重8.65キロの
ヌLkふとった赤ちゃんおとな
しく二子のか刀、らない近所で評判

の健康俊良~te" む吋親とも平塚
市の出身。

品

突
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